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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　挿入部の先端部で開口する処置具チャンネル用開口及び該挿入部の先端側に設けられた
撮像装置を備え、前記挿入部内に少なくとも、該撮像装置から延出する複数本の信号線を
少なくとも三つの束に分割して構成される複数の信号ケーブル束と、前記処置具チャンネ
ル用開口に連通する処置具用チャンネル管と、を挿通した電子内視鏡において、
　前記少なくとも三つの束に分割された信号ケーブル束のうち、最も径寸法が大径な第１
の信号ケーブル束を前記処置具用チャンネル管に隣設させて径方向に沿って前記挿入部内
に配設し、前記第１の信号ケーブル束以外の残りの信号ケーブル束を、前記挿入部内に配
設された第１の信号ケーブル束及び前記処置具用チャンネル管を挟んで該挿入部内に構成
された二つの内部空間内に少なくとも一つずつ配列する一方、
　前記撮像装置を構成する回路基板に設けられる各信号線がそれぞれ接続される電気的接
続部を、前記挿入部内に配列された信号ケーブル束の配列順に対応させて設けることを特
徴とする電子内視鏡。
【請求項２】
　前記回路基板は、フレキシブル基板、又は積層セラミック基板であることを特徴とする
請求項１に記載の電子内視鏡。
【請求項３】
　前記第１の信号ケーブル束内に、前記信号線として水平駆動信号線を含む構成において
、
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前記水平駆動信号線は、前記フレキシブル基板、又は積層セラミック基板に設けられて前
記先端部内において水平軸線近傍に配置された前記第１の信号ケーブル束の信号線に対応
する電気的接続部に接続されることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の電子内視
鏡。
【請求項４】
　前記第１の信号ケーブル束とは別の信号ケーブル束の一つに前記信号線として出力信号
線を含む構成において、
　前記出力信号線は、前記フレキシブル基板、又は積層セラミック基板に設けられて前記
先端部内において水平軸線近傍、または、前記水平軸線から前記出力信号線を含んだ信号
ケーブル束が配置された前記空間側に位置ずれして配置された該信号ケーブル束の信号線
に対応する電気的接続部に接続されることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の電
子内視鏡。
【請求項５】
前記回路基板は、複数のフレキシブル基板で構成され、
前記複数のフレキシブル基板は、
先端側が前記撮像装置に接続され、基端側に出力信号線を含む信号ケーブル束に纏められ
ている信号線がそれぞれ接続される複数の信号ケーブル用接続部を備えた第１基板部と、
前記第１の信号ケーブル束に纏められている信号線がそれぞれ接続される複数の第１信号
ケーブル用接続部を備えた第２基板部と、
前記第１基板部と前記第２基板部とを一体に構成すると共に、二つの基板部を電気的に接
続する折曲基板部と、
を具備することを特徴とする請求項４に記載の電子内視鏡。
【請求項６】
　前記第１基板部に、さらに、出力信号線を含む信号ケーブル束および前記第１の信号ケ
ーブル束とは、別の信号ケーブル束の複数の信号線がそれぞれ接続される複数の信号ケー
ブル用接続部を設ける構成において、
前記複数の第１信号ケーブル用接続部は、前記第２基板部の基端側に設けられることを特
徴とする請求項５に記載の電子内視鏡。
【請求項７】
　前記折曲基板部を折り曲げて、前記撮像装置に接続された前記第１基板部の一面と、前
記第２基板部の一面とは対面して配置する一方、該折曲基板部を上方向湾曲ワイヤーが配
置される側の内部空間内に配設された信号ケーブル束の中心と下方向湾曲ワイヤーが配置
される側の内部空間内に配設された信号ケーブル束の中心を結ぶ仮想線に対して平行に配
置したことを特徴とする請求項５または６に記載の電子内視鏡。
【請求項８】
　前記第１の信号ケーブル束とは別の信号ケーブル束の一つに前記信号線として接地線を
含む構成において、
　前記接地線及び該接地線を含む信号ケーブル束の信号線は、前記フレキシブル基板、又
は積層セラミック基板に設けられて前記先端部内において水平軸線近傍に配置された当該
信号ケーブル束に対応する信号ケーブル用接続部、または、前記水平軸線より該信号ケー
ブル束が配置された内部空間側に位置ずれして配置された当該信号ケーブル用接続部に接
続されることを特徴とする請求項１－請求項７に記載の電子内視鏡。
【請求項９】
　前記接地線を含んだ信号ケーブル束に、さらに、前記信号線として電源線を含む構成に
おいて、
　前記接地線、前記電源線、及び該電源線を更に含む信号ケーブル束の信号線は、前記フ
レキシブル基板、又は積層セラミック基板に設けられて前記先端部内において水平軸線近
傍に配置された当該号ケーブル束に対応する信号ケーブル用接続部、または、前記水平軸
線より該信号ケーブル束が配置された内部空間側に位置ずれして配置された当該信号ケー
ブル用接続部にそれぞれ接続されることを特徴とする請求項８に記載の電子内視鏡。
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【請求項１０】
　前記出力信号線は、前記接地線を含む信号ケーブル束、または、前記電源線及び前記接
地線を含む信号ケーブル束に含まれることを特徴とする請求項３、又は請求項８、９の何
れか１項に記載の電子内視鏡。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、挿入部の先端側に撮像装置を設けた電子内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は、医療分野及び工業用分野等において利用されている。内視鏡は、被検部内に
挿入される細長な挿入部を有している。
【０００３】
　内視鏡には、挿入部の先端側に、観察窓に臨む対物レンズ、対物レンズで取り込んだ被
写体光を導光するイメージガイドファイバ束、及びイメージガイドファイバ束の基端面に
対向して設けられた接眼レンズ等を備えて構成された光学式の内視鏡と、観察窓に臨む対
物レンズ及び対物レンズの焦点位置に撮像素子を配置した撮像装置を備えた電子式の内視
鏡（以下、電子内視鏡と記載する）とがある。
【０００４】
　電子内視鏡においては、撮像装置の撮像面に結像した光学像の電気信号を外部装置であ
るモニター等の表示装置に表示させて観察を行うことができる。撮像装置からは撮像ケー
ブルが延出されており、該ケーブルは、挿入部内、ユニバーサルコード内を挿通して外部
装置である例えばビデオプロセッサに接続されている。挿入部内には撮像ケーブルの他に
、ライドガイドファイバ束、送気用チューブ、送水用チューブ、処置具チャンネルチュー
ブが挿通されている。
【０００５】
　そして、内視鏡においては、挿入部の細径化が求められており、例えば特許文献１には
内蔵物の性能を落とすことなく、内視鏡挿入部を細径化するように構成した電子内視鏡が
示されている。該文献１の電子内視鏡においては、撮像装置から延出する複数の信号線を
束ねた信号ケーブルを複数に分割して設け、この分割して設けた信号ケーブルの中で最大
外径の信号ケーブルを、挿入部内に配設した内蔵物の中で最大の外径を有する内蔵物外周
と挿入部内周との間に形成される間隙の中で最大内径を有する位置又はこの位置近傍に配
置すると共に、この最大外径の信号ケーブル及び他の信号ケーブルを内蔵物外周と挿入部
内周との間の間隙に配置したとき、この間隙の内径が最小となるように最大外径の信号ケ
ーブルと他の信号ケーブルとの外径を設定している。
【０００６】
　具体的に、特許文献１の電子内視鏡においては、「電子内視鏡の湾曲部（7）に、１０
本の信号線を備えた撮像ケーブルを例えば７本と３本との少なくとも二つに分割して束ね
、それぞれ外径が異なる構成の信号ケーブル（42A）及び信号ケーブル（42B）と、ライト
ガイドファイバ（53）と、鉗子チャンネル（13）を配置した」旨、及び「信号ケーブル（
42A）を構成する信号線（41）及び信号ケーブル（42B）を構成する信号線（41）の全てが
同じ径なので、それぞれ７本と３本の信号線を俵積みにした形状にして充填率を高くして
効率よくケーブルの径を小さくする」旨が開示されている。なお、（）内の数字は、特許
文献１に記載された符号である。）　
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００１－１２８９３７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００８】
　しかしながら、特許文献１においては、撮像ケーブルを外径が異なる三つの信号ケーブ
ルに分割する具体的な構成が示されていない。また、近年においては、さらなる内視鏡画
像の高画質化が求められており、伝送される信号の品質が信号線のインピーダンスの影響
で劣化することを防止するため、太径の信号線を用いて信号を伝送する必要が生じている
。このため、複数の信号線を備える撮像ケーブルを単純に外径が異なる三つ以上の信号ケ
ーブルに分割しても挿入部の細径化を図ることが困難である。
【０００９】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであって、撮像装置の電気特性及び撮像装置の
組立性に優れ、挿入部の細径化を実現して高画質化に対応した電子内視鏡を提供すること
を目的にしている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の一態様における電子内視鏡は、　挿入部の先端部で開口する処置具チャンネル
用開口及び該挿入部の先端側に設けられた撮像装置を備え、前記挿入部内に少なくとも、
該撮像装置から延出する複数本の信号線を少なくとも三つの束に分割して構成される複数
の信号ケーブル束と、前記処置具チャンネル用開口に連通する処置具用チャンネル管と、
を挿通した電子内視鏡において、
　前記少なくとも三つの束に分割された信号ケーブル束のうち、最も径寸法が大径な第１
の信号ケーブル束を前記処置具用チャンネル管に隣設させて径方向に沿って前記挿入部内
に配設し、前記第１の信号ケーブル束以外の残りの信号ケーブル束を、前記挿入部内に配
設された第１の信号ケーブル束及び前記処置具用チャンネル管を挟んで該挿入部内に構成
され二つの内部空間内に少なくとも一つずつ配列する一方、
　前記撮像装置を構成する基板に設けられる各信号線がそれぞれ接続される電気的接続部
を、前記挿入部内に配列された信号ケーブル束の配列順に対応させて設けている。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、撮像装置の電気特性及び撮像装置の組立性に優れ、挿入部の細径化を
実現して高画質化に対応した電子内視鏡を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１-図５は本発明の一実施形態の電子内視鏡を説明する図
【図２Ａ】電子内視鏡の挿入部の先端面を示す図
【図２Ｂ】図２ＡのＹ２Ｂ－Ｙ２Ｂ線断面図であって、挿入部の先端側に設けられた撮像
光学系を説明する図
【図２Ｃ】図２Ｂの矢印Ｙ２Ｃ方向から見た撮像装置を説明する図
【図２Ｄ】図２ＢのＹ２Ｄ－Ｙ２Ｄ先端断面図であって、ＣＣＤとフレキシブル基板の第
１基板部との接続構造を説明する図
【図３】図２のＹ３－Ｙ３線断面図であって、湾曲部内を挿通する処置具用チャンネル管
と、ライトガイドファイバ束と、三つのケーブル束とを説明する図
【図４】図２のＹ４－Ｙ４線断面図であって、処置具用チャンネル管と、ライトガイドフ
ァイバ束と、各ケーブル束から露出された各信号線との関係を説明する図
【図５】図２のＹ５－Ｙ５線断面図であって、処置具用チャンネル管と、ライトガイドフ
ァイバ束と、各信号線と、信号線が接続されるフレキシブル基板との関係を説明する図
【図６Ａ】フレキシブル基板を説明する上面図
【図６Ｂ】フレキシブル基板を説明する側面図
【図６Ｃ】フレキシブル基板を説明する下面図
【図７】逃がし部の作用を説明すると共に、第１基板部と第２基板部との間に絶縁テープ
を貼付した構成を説明する図
【図８Ａ】折曲部の構成例を説明する図
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【図８Ｂ】パターンの構成例を説明する図
【図９】ＣＣＤと第１基板部との接続を説明する図
【図１０】フレキシブル基板に設ける折曲部の位置と第２基板部の第１基板部に対する傾
きとの関係を説明する図
【図１１】二段重ね構造のフレキシブル基板の代わりに三段重ね構造のフレキシブル基板
を内蔵した撮像装置を説明する図
【図１２Ａ】基板部を水平軸線に対して直交させたフレキシブル基板を備える撮像装置を
説明する図
【図１２Ｂ】撮像装置の構成を説明する図
【図１２Ｃ】フレキシブル基板の構成を説明する図
【図１３】平板形状のフレキシブル基板を備える撮像装置を説明する図
【図１４Ａ】積層セラミック基板を備える撮像装置を説明する図
【図１４Ｂ】積層セラミック基板の庇部の一面側および他面側に接続される信号線の配列
例を説明する図
【図１５】積層セラミック基板の突起部の一面側および他面側に接続される信号線の配列
例を説明する図
【図１６】三つのケーブル束と、処置具用チャンネル管と、二つのライトガイドファイバ
束と、送気送水チューブとを挿通した上下左右に湾曲する湾曲部を説明する図
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。　
　図１－図１６を参照して本発明の一実施形態を説明する。　
図１に示すように電子内視鏡（以下、内視鏡と略記する）１は、挿入部２と、操作部３と
、ユニバーサルケーブル４とを有して構成されている。挿入部２は、観察対象部位に向け
て挿入される細長で長尺な部材である。挿入部２は、先端側から順に先端部２ａと、湾曲
部２ｂと、可撓管部２ｃとを連設して構成されている。
【００１４】
　先端部２ａ内には例えばライトガイドファイバ束（以下、ＬＧファイバ束）（図２Ａ、
図４等の符号３６）を備える照明光学系、後述する撮像装置を備える撮像光学系等が配設
されている。先端部２ａの先端面には図２Ａに示すように観察窓９ａ、照明窓９ｂ、及び
処置具チャンネル用開口（以下、処置具開口と略記する）９ｃが設けられている。
【００１５】
　湾曲部２ｂは、例えば上下の二方向に湾曲自在に構成されている。可撓管部２ｃは、長
尺で可撓性を有する管状部材である。　
　操作部３には、湾曲操作部５、各種スイッチ６、吸引シリンダー７、処置具挿入口８な
どが設けられている。　
術者が湾曲操作部５を適宜操作することによって、湾曲部２ｂは上方向又は下方向に湾曲
する。先端部２ａは、湾曲部２ｂが上方向に湾曲されていくことによって、矢印Ｕ方向で
ある上方向に移動していく。一方、先端部２ａは、湾曲部２ｂが下方向に湾曲されていく
ことによって、矢印Ｄ方向である下方向に移動していく。　
　各種スイッチ６は、例えば、レリーズスイッチ、フリーズスイッチ、あるいは、通常観
察と蛍光観察との切替を行うための観察モード切替スイッチ等である。吸引シリンダー７
には吸引釦（不図示）が配置される。処置具挿入口８は、後述する処置具用チャンネル管
を介して先端部２ａの処置具開口９ｃに連通している。
【００１６】
　ユニバーサルケーブル４は、操作部３の側面より延出されている。ユニバーサルケーブ
ル４の端部には図示しない内視鏡コネクターが設けられている。内視鏡コネクターは、外
部装置である光源装置を備えたカメラコントロールユニットに着脱自在に接続される。
【００１７】
　図２Ｂ－図２Ｄを参照して挿入部２の先端側の構成を説明する。　
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　図２Ｂに示すように挿入部２の先端側には、先端部２ａ、湾曲部２ｂが設けられている
。湾曲部２ｂは、先端湾曲駒２ｂｆと、複数の上下湾曲用駒２ｕｄと、図示しない基端湾
曲駒とを回動自在に連設して構成されている。先端湾曲駒２ｂｆは、湾曲部２ｂの先端部
を構成し、基端湾曲駒は、湾曲部２ｂの基端部を構成する。複数の上下湾曲用駒２ｕｄは
、先端湾曲駒２ｂｆと基端湾曲駒との間に回動自在に連設されている。先端湾曲駒２ｂｆ
は、先端部２ａを構成する先端硬質部２ｈに取り付けられている。符号２ｂｇは湾曲ゴム
であって、先端湾曲駒２ｂｆ、上下湾曲用駒２ｕｄ、及び基端湾曲駒を被覆して、湾曲部
２ｂを構成している。
【００１８】
　挿入部２の先端側には撮像光学系２０が設けられている。撮像光学系２０は、対物光学
系２１と、撮像装置３０とを備えて主に構成されている。対物光学系２１は、光学ユニッ
トであって、レンズ枠２２に観察窓を構成する先端レンズ２３及び図示されていない複数
の光学レンズ及び絞り部材を配置した対物ユニット２４を備えて構成されている。
【００１９】
　図２Ｂ及び図２Ｃに示すように撮像装置３０は、光学部材であるカバーガラス３１及び
プリズム３２と、固体撮像素子である例えばＣＣＤ３３と、回路基板であるフレキシブル
基板４０と、複数の信号ケーブル束５０、６０、７０とを主に備えて構成されている。
【００２０】
　カバーガラス３１は、略直方体形状で有り、一面が傾斜面で構成されている。傾斜面の
反対面である先端面は、レンズ枠２２の基端面に接着固定されている。また、カバーガラ
ス３１の傾斜面にはプリズム３２の反射面が接着固定されている。さらに、カバーガラス
３１の一側面は、ＣＣＤ３３の撮像面側に接着固定されている。　
　なお、本実施形態において、ＣＣＤの３３の撮像面上にはオンチップレンズが設けられ
ており、オンチップレンズ上に平坦化膜を設けた上で光学接着剤を介してカバーガラス３
１の一側面に固定されている。
【００２１】
対物光学系２１を通過した光学像は、撮像装置３０のカバーガラス３１に侵入した後、プ
リズム３２の反射面３２ａで光軸を折り曲げられ、ＣＣＤ３３の結像面３３ｆに結像する
。　
　本実施形態において、結像面３３ｆは、上方向を向いて配設されている。　
　また、ＣＣＤ３３の基端側の結像面３３側にはフレキシブル基板４０と電気的に接続す
るための複数の素子側接続パッド３３ｐが複数配列されている。
【００２２】
図２Ｄに示すようにフレキシブル基板４０は、第１基板部４１と、第２基板部４２と、折
曲基板部４３とを備えて構成されている。図２Ｂ－２Ｄに示すようにフレキシブル基板４
０の第１基板部４１の先端側端部には複数の素子側接続パッド３３ｐに電気的に接続され
る基板側接続パッド４１ｐが複数配列されている。　
第１基板部４１は、ＣＣＤ３３に対して対向して配置される。この配置状態において、フ
レキシブル基板４０を構成する第１基板部４１の基板側接続パッド４１ｐとＣＣＤ３３の
素子側接続パッド３３ｐとは対向した位置関係であり、対向した基板側接続パッド４１ｐ
と素子側接続パッド３３ｐとが電気的に接続される。
　なお、第１基板部４１の基板側接続パッド４１ｐが設けられている面側には電子部品３
４等が実装されている。また、フレキシブル基板４０の予め定めた位置には複数の信号線
５１、５２、５３、６１、６２、６３、６４、７１、７２、７３が接続されている。図２
Ｂ及び図２Ｄに示すように第２基板４２の先端側には信号線６１、６２、６３、６４が接
続され、図２Ｂに示すように第２基板４２の基端側には信号線５１、５２、５３が接続さ
れ、第１基板４１の基端側には信号線７１、７２、７３が接続されている。　
　本実施形態において、信号線７１、７２、７３が接続される第１基板４１の信号線接続
面の第１法線ＮＬ１は、先端部２ａの移動方向と平行な位置関係となるように設定され、
信号線５１、５２、５３、６１、６２、６３、６４が接続される第２基板４２の信号線接
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続面の第２法線ＮＬ２も、先端部２ａの移動方向と平行な位置関係となるように設定され
ている。つまり、第１基板４１と第２基板４２とは平行に配置され、第１基板４１の信号
線接続面、第２基板４２の信号線接続面、及びＣＣＤ３３の結像面３３ｆは、同方向であ
る上方向を向いて配置されている。
【００２３】
　符号８１は第１封止部材であって、符号８２は第２封止部材である。第１封止部材８１
は、高剛性を有するいわゆる接着剤であって、撮像装置３０を構成する各種部材を安定的
に保持する。第２封止部材８２は、高弾性を有する接着剤であって、撮像装置３０に用い
られている光学接着剤が熱の影響等によって歪みが発生して剥離すること等を防止してい
る。　
　なお、第２封止部材８２の充填量をＣＣＤ３３を覆っている第１封止部材８１の全周囲
においてＣ１に示すように均一にして高弾性接着剤の硬化収縮を均等にしている。
【００２４】
　図３に示すように湾曲部２ｂ内には、処置具用チャンネル管３５、ＬＧファイバ束３６
、上方向湾曲ワイヤ３７ｕ、下方向湾曲ワイヤ３７ｄ、第１信号ケーブル束５０、第２信
号ケーブル束６０、及び第３信号ケーブル束７０が挿通配置されている。処置具用チャン
ネル管３５は、可撓性及び絶縁性を有するチューブ体である。
【００２５】
　第１信号ケーブル束５０は、水平駆動信号等の周波数の高い駆動信号を伝送する信号線
５１、５２、５３を一纏めにして構成されている。信号線５１、５２、５３は、インピー
ダンスの影響で劣化することを防止するため、太径であり、銅蒸着バインドテープ５４を
被覆したうえで、チューブ体５５を被覆して構成されている。
【００２６】
　第２信号ケーブル束６０は、周波数の低い駆動信号を伝送する信号線６１、６２、６３
、６４を一纏めして構成されている。信号線６１、６２、６３、６４は、銅蒸着バインド
テープ６５を被覆したうえで、チューブ体６６を被覆して構成されている。
【００２７】
　信号線６１、６２、６３、６４の径寸法は、信号線５１、５２、５３の径寸法より細径
である。このため、信号線６１、６２、６３、６４は、信号線５１、５２、５３に比べて
可撓性に優れている。そして、第２信号ケーブル束６０の外径Ｄ２は、第１信号ケーブル
束５０の外径Ｄ１より細径である。
【００２８】
　第３信号ケーブル束７０は、信号線である出力信号線７１、接地線７２、電源線７３を
一纏めにして構成されている。出力信号線７１、接地線７２及び電源線７３は、銅蒸着バ
インドテープ７４を被覆したうえで、シールド線７５を被覆し、さらにチューブ体７６を
被覆して構成されている。
【００２９】
　出力信号線７１、接地線７２及び電源線７３の径寸法は、信号線５１、５２、５３の径
寸法より細径で可撓性に優れている。そして、第３信号ケーブル束７０の外径Ｄ３は、第
１信号ケーブル束５０の外径Ｄ１より細径である。
【００３０】
　なお、信号ケーブル束５０、６０、７０の外形形状が円形形状となるように、各信号ケ
ーブル束５０、６０、７０内には三つ以上の信号線を挿通配置させている。言い換えれば
、二つの信号線を挿通配置させること等によって外形形状が楕円形形状になることを防止
している。
【００３１】
　つまり、三つの信号ケーブル束５０、６０、７０のうち、第１信号ケーブル束５０の外
径Ｄ１は、最も太径である。そして、処置具用チャンネル管３５と第１信号ケーブル束５
０とを隣設させて径方向に沿わせて配列している。　
　なお、処置具用チャンネル管３５の外径Ｄは、湾曲部２ｂ内に挿通される内蔵物で最も
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太径である。
【００３２】
　湾曲部２ｂの内周面と処置具用チャンネル管３５の外周面との間、処置具用チャンネル
管３５の外周面と第１信号ケーブル束５０の外周面との間、及び第１信号ケーブル束５０
の外周面と湾曲部２ｂの内周面との間にはそれぞれ予め定めた量の隙間ｓを設けている。
したがって、湾曲部２ｂの内径ｄｂは、処置具用チャンネル管３５の管外径Ｄと第１信号
ケーブル束５０の外径Ｄ１との和よりも隙間ｓの分だけ大きくなっている。つまり、
　　ｄｂ＞Ｄ＋Ｄ１　　の関係である。
【００３３】
　そして、第２信号ケーブル束６０と第３信号ケーブル束７０とは、第１信号ケーブル束
５０を挟んで、湾曲部２ｂ内に配置されている。具体的に、第２信号ケーブル束６０は、
第１空間Ｓ１内に配置され、第３信号ケーブル束７０は、第２空間Ｓ２内に配置されてい
る。
【００３４】
　なお、第１空間Ｓ１は、第１の信号ケーブル束５０及び処置具用チャンネル管３５を挟
んで該挿入部内に構成された上方向湾曲ワイヤ３７ｕが配置される側の内部空間である。
これに対して、第２空間Ｓ２は、第１の信号ケーブル束５０及び処置具用チャンネル管３
５を挟んで該挿入部内に構成された下方向湾曲ワイヤ３７ｄが配置される側の内部空間で
ある。
【００３５】
　本実施形態において、信号ケーブル束５０、６０、７０は、上方向湾曲ワイヤ３７ｕ側
から下方向湾曲ワイヤ３７ｄ側に向かって、第２信号ケーブル束６０、第１信号ケーブル
束５０、第３信号ケーブル束７０の順で配列されている。また、第１信号ケーブル束５０
、第２信号ケーブル束６０、及び第３信号ケーブル束７０は、処置具用チャンネル管３５
と並列に配列されて操作部３方向に延出されている。
【００３６】
　図２、図４に示すように先端部内基端側近傍において、複数の信号線５１、５２、５３
、６１、６２、６３、６４、７１、７２、７３は、信号ケーブル束５０、６０、７０から
剥き出されている。そして、各信号線５１、５２、５３、６１、６２、６３、６４、７１
、７２、７３は、フレキシブル基板４０の予め定めた位置に向けて延出されている。
【００３７】
符号３８はシールド線束ね部である。シールド線束ね部３８は、第１信号ケーブル束５０
内の信号線５１、５２、５３がそれぞれ有するシールド線を一つに束ねた第１シールド束
５０ｓと、第２信号ケーブル束６０内の信号線６１、６２、６３、６４がそれぞれ有する
シールド線を一つに束ねた第２シールド束６０ｓと、第３信号ケーブル束７０内のシール
ド線７５を束ねた第３シールド束７０ｓとを、これらが電気的に導通するように一纏めに
構成したものである。そして、シールド線束ね部３８は、先端硬質部２ｈの内周面に近接
して配置されている。　
図２、図５に示すようにＣＣＤ３３に電気的に接続されているフレキシブル基板４０は、
先端部２ａ内において折り曲げ形成されている。
【００３８】
　図６Ａ－図６Ｃに示すようにフレキシブル基板４０の第１基板部４１と第２基板部４２
とは折曲基板部４３によって、一体に構成されて電気的に接続されている。フレキシブル
基板４０は、折曲基板部４３を折り曲げた状態において、第１基板部４１と第２基板部４
２とが重なって配置される二段重ね構造である。
【００３９】
　図５に示すように第１基板部４１及び第２基板部４２は、第２信号ケーブル束６０の中
心と第３信号ケーブル束７０の中心とを結ぶ仮想線Ｌｖに対して直交又は略直交して配置
され、折曲基板部４３は仮想線に対して平行又は略平行に配置されている。そして、第１
基板部４１の一面と、第２基板部４２の一面とが対面している。
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　なお、仮想線Ｌｖは、鉛直線ＰＬに対して直交又は略直交する線である。また、図６Ａ
、図６Ｃに示すように第１基板部４１の幅Ｗ１は、第２基板部４２の幅Ｗ２より幅広に設
定されている。
【００４０】
　フレキシブル基板４０を構成する第１基板部４１、第２基板部４２、及び折曲基板部４
３の予め定めた位置には、各信号線に対応するケーブル接続部であるランドとパターンと
が設けられている。
【００４１】
具体的に、図６Ａに示すように第１基板部４１の一面側には第３信号ケーブル束７０の出
力信号線７１、接地線７２及び電源線７３がそれぞれ例えば半田によって接続される複数
の第３信号ケーブル用接続部７０ｃが短辺に平行に配列されている。
【００４２】
　そして、図６Ｂ、図６Ｃに示すように第１基板部４１の他面側にはＣＣＤ３３が接続さ
れるＣＣＤ接続部（図９参照）と、電子部品３４が接続される部品接続部（不図示）が設
けられている。ＣＣＤ３３は、第１基板部４１の先端側の他面に積層した状態で接続され
、電子部品３４は第１基板部４１の基端側に接続されている。
【００４３】
一方、図６Ｃに示すように第２基板部４２の他面側には複数の第２信号ケーブル用接続部
６０ｃ及び複数の第１信号ケーブル用接続部５０ｃが短辺に平行に配列されている。第１
信号ケーブル用接続部５０ｃは、基端側に設けられ、該接続部５０ｃには第１信号ケーブ
ル束５０の信号線５１、５２、５３がそれぞれ接続されるようになっている。　
これに対して、第２信号ケーブル用接続部６０ｃは、先端側に設けられ、該接続部６０ｃ
には第２信号ケーブル束６０の信号線６１、６２、６３、６４がそれぞれ接続されるよう
になっている。
【００４４】
　図６Ａ、図６Ｃの符号４１ａは逃がし部であって、折曲基板部４３を折り曲げた際、図
７に示すように折曲基板部４３が湾曲形状に膨らんで第１基板部４１の側面から出っ張っ
てフレキシブル基板４０の幅寸法が最大幅寸法である幅Ｗ１よりも大きくなることを防止
するものである。逃がし部４１ａの深さ寸法、すなわち、第１基板部４１の側面から底面
までの距離は、第１基板部４１の肉厚よりも予め定めた寸法よりも大きく設定してある。
【００４５】
　本実施形態において、折曲基板部４３は、折り曲げ性を向上させる目的でレジストを配
設すること無く、図８Ａに示すようにベースフィルム４３ｂとパターン４３ｐとで構成さ
れている。そして、パターン４３ｐは、図８Ｂに示すように銅製の配線４３ｃに直接、金
メッキ４３ａを施して構成されている。
【００４６】
　なお、図８Ａにおいては、折曲基板部４３を構成するベースフィルム４３ｂの両面のレ
ジストを不要としているが、図８Ｂに示す一面である上面４３ｕだけにレジストを設ける
、あるいは他面である下面４３ｄだけにレジストを設ける、あるいは、上面４３ｕ及び下
面４３ｄの両面にカバーレイフィルムを設けて折り曲げ性の向上を図るようにしてもよい
。
【００４７】
　図５に示すようにフレキシブル基板４０の第２基板部４２は、挿入部中心軸Ｏを通過す
る例えば直径を構成する水平軸線Ｈａに平行に配置された上で、処置具用チャンネル管３
５に隣設して径方向に沿って配設されている。
【００４８】
　なお、処置具用チャンネル管３５の中心軸Ｏ１は、水平軸線Ｈａ上、若しくはその近傍
に配置されている。そして、湾曲部２ｂの内周面と処置具用チャンネル管３５の外周面と
の間、処置具用チャンネル管３５の外周面と第２基板部４２の一側面との間、及び第２基
板部４２の他側面と湾曲部２ｂの内周面との間にはそれぞれ予め定めた量の隙間ｓ１を設
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けている。したがって、先端部２ａの内径ｄａは、処置具用チャンネル管３５の管外径Ｄ
と４０の最大幅寸法である幅Ｗ１との和よりも隙間ｓの分だけ大きくなっている。つまり
、
　　ｄｂ＞Ｄ＋Ｗ１　　の関係である。
【００４９】
　なお、折曲基板部４３の膨らんだ略中央部を水平軸線Ｈａ上に配置して、第２基板部４
２を水平軸線Ｈａに対して平行に配置するようにしてもよい。また、第１基板部４１は、
第２基板部４２よりも下方向湾曲ワイヤ３７ｄ側に配置される。
【００５０】
　この結果、信号ケーブル用接続部５０ｃ、６０ｃ、７０ｃは、上方向湾曲ワイヤ３７ｕ
側から下方向湾曲ワイヤ３７ｄ側に向かって、信号ケーブル用接続部５０ｃ、６０ｃ、第
３信号ケーブル用接続部７０ｃの順で配列されている。
【００５１】
　そして、図２、図５に示すように第２基板部４２に設けられた第１信号ケーブル用接続
部５０ｃは水平軸線Ｈａ近傍に配置される。このため、第１信号ケーブル束５０の信号線
５１、５２、５３は、第２基板部４２に対して撮像装置長手軸方向に略平行に延出された
状態で、第２基板部４２の基端側に設けられた第１信号ケーブル用接続部５０ｃに対して
それぞれ電気的に接続される。
【００５２】
　一方、第１空間Ｓ１内に配設された第２信号ケーブル束６０の信号線６１、６２、６３
、６４は、第１空間Ｓ１から第２基板部４２に対して斜めに延出されて、第２基板部４２
の先端側に設けられている第２信号ケーブル用接続部６０ｃにそれぞれ電気的に接続され
ている。信号線６１、６２、６３、６４は、信号線５１、５２、５３に比べて細径である
ので、第１信号ケーブル用接続部５０ｃより離間している第２信号ケーブル用接続部６０
ｃへの取り回しが容易である。
【００５３】
　また、第１基端部４１は、先端部２ａ内の水平軸線近傍からケーブル束７０側に位置ず
れして配置されており、第２空間Ｓ２内に配設された第３信号ケーブル束７０の出力信号
線７１、接地線７２及び電源線７３は、第２空間Ｓ２から第１基板部４１に対して斜めに
延出されて、第１基板部４１の基端側に設けられている第３信号ケーブル用接続部７０ｃ
にそれぞれ電気的に接続されている。
【００５４】
　なお、シールド線束ね部３８のシールド束５０ｓ、６０ｓ、７０ｓのうち、例えば、シ
ールド束５０ｓ、６０Ｓの先端側をカットして、シールド束７０ｓだけをシールド接続部
３８Ｃとして構成している。そして、シールド接続部３８Ｃの先端を、第１基板部４１に
実装された電子部品３４が備えるグランド接続部に電気的に接続している。
【００５５】
　また、本実施形態においては、基板部４１、４２の短辺に対して平行に配列される信号
ケーブル用接続部の数を最大四つに規定して、基板部４１、４２の幅寸法が幅広になるこ
とを防止している。
【００５６】
　このように、挿入部２の先端部２ａ内に複数の基板部（第１基板部４１、第２基板部４
２）を備えて折り曲げ可能なフレキシブル基板４０を設け、湾曲部２ｂ内に複数の信号線
５１、５２、５３、６１、６２、６３、６４、７１、７２、７３を分割して挿通配置され
た三つの信号ケーブル束５０、６０、７０を設けて内視鏡１を構成している。
【００５７】
　そして、フレキシブル基板４０については、幅広な第２基板部４２を処置具用チャンネ
ル管３５に隣設させて径方向に沿わせて配設している。一方、信号ケーブル束５０、６０
、７０については、径寸法が最も大きな第１信号ケーブル束５０を処置具用チャンネル管
３５に隣設させて径方向に沿わせている。
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【００５８】
　上述した構成によれば、複数の信号線を１本に纏めた信号ケーブル束と処置具用チャン
ネル管３５とを隣設させて径方向に沿わせて構成される湾曲部に比べて、内蔵物が挿通さ
れることの無いデッドスペースを少なくして、湾曲部２ｂの内径を小径にすることができ
る。同様に、複数の信号線が接続される信号ケーブル用ランドを基板部の一面側に配列し
たフレキシブル基板と処置具用チャンネル管３５とを隣設させて径方向に沿わせて構成さ
れる先端部に比べて、先端部２ａの内径を小径にすることができる。　
　すなわち、上述した構成の先端部２ａ及び湾曲部２ｂを設けて挿入部２を構成すること
によって、さらなる挿入部の小径化を実現することができる。
【００５９】
　加えて、第２信号ケーブル束６０を第１信号ケーブル束５０及び処置具用チャンネル管
３５を挟んで構成された第１空間Ｓ１と第２空間Ｓ２のうち第１空間Ｓ１に配設し、第３
信号ケーブル束７０を第２空間Ｓ２に配設している。一方、第１の基板部４１の一面側の
基端側に第３信号ケーブル用接続部７０ｃを設け、第２基板部４２については他面側の基
端側に第１信号ケーブル用接続部５０ｃを設け、該他面側の先端側に第２信号ケーブル用
接続部６０ｃを設けている。そして、第１信号ケーブル用接続部５０ｃを先端部２ａ内に
おいて水平軸線Ｈａ近傍に配置させている。
【００６０】
　上述した構成によれば、三つに分割した信号ケーブル束５０、６０、７０を、上方向湾
曲ワイヤ３７ｕ側から下方向湾曲ワイヤ３７ｄ側に向けて第２信号ケーブル束６０、第１
信号ケーブル束５０、第３信号ケーブル束７０の順に配列し、信号ケーブル用接続部５０
ｃ、６０ｃ、７０ｃについては、第２基板部４２の上方向湾曲ワイヤ３７ｕに対向する面
の先端側に第２信号ケーブル用接続部６０ｃを設け、基端側に第１信号ケーブル用接続部
５０ｃを設け、第１基板部４１の上方向湾曲ワイヤ３７ｕに対向する面の基端側に第３信
号ケーブル用接続部７０ｃを設けている。すなわち、各信号線の配置位置及び各信号線の
可撓性を考慮して信号ケーブル用接続部が設けられているので、作業者が信号線５１、５
２、５３を第１信号ケーブル用接続部５０ｃに接続する作業、信号線６１、６２、６３、
６４を第２信号ケーブル用接続部６０ｃに接続する作業、信号線７１、７２、７３を第３
信号ケーブル用接続部７０ｃに接続する作業を容易に行える。この結果、挿入部２の小径
化を実現しつつ、信号線の接続作業性の向上をも実現することができる。
【００６１】
　また、撮像装置３０から延出する各種信号線を、周波数の高い駆動信号を伝送する信号
線を一纏めにした第１信号ケーブル束５０と、周波数の低い駆動信号を伝送する信号線を
一纏めにした第２信号ケーブル束６０と、出力信号線、接地線及び電源線を一纏めにした
第３信号ケーブル束７０とに分けると共に、第３信号ケーブル束７０については銅蒸着バ
インドテープ７４を被覆したうえでシールド線７５を設けている。この結果、出力信号線
のノイズ耐性が大幅に向上させて、周波数の高い駆動信号を伝送する信号線からのノイズ
を防御することができる。
【００６２】
　また、信号ケーブル束５０、６０、７０から剥き出された信号線５１、５２、５３、６
１、６２、６３、６４、７１、７２、７３を、処置具用チャンネル管３５とシールド線束
ね部３８の導電部材との間に配置している。この結果、信号線５１、５２、５３、６１、
６２、６３、６４、７１、７２、７３を信号ケーブル用接続部５０ｃ、６０ｃ、７０ｃに
接続する作業中に信号線５１、５２、５３、６１、６２、６３、６４、７１、７２、７３
が先端硬質部２ｈに触れる度合いを減少させて信号線の接続作業性の向上を図ることがで
きる。
【００６３】
　ここで、信号線５１、５２、５３、６１、６２、６３、６４、７１、７２、７３の信号
ケーブル用接続部５０ｃ、６０ｃ、７０ｃへの接続手順を説明する。　
　作業者は、まず、シールド線束ね部３８のシールド接続部３８Ｃを第１基板部４１に実
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装された電子部品３４のグランド接続部に半田接続する。次に、作業者は、出力信号線７
１、接地線７２及び電源線７３を第１基板部４１の第３信号ケーブル用接続部７０ｃに半
田接続する。その後、作業者は、フレキシブル基板４０の折曲基板部４３を折り曲げてい
る。次いで、作業者は、信号線５１、５２、５３を第２基板部４２の基端側に設けられて
いる第１信号ケーブル用接続部５０ｃに半田接続する。最後に、作業者は、信号線６１、
６２、６３、６４を第２基板部４１の先端側に設けられている第２信号ケーブル用接続部
６０ｃに半田接続する。
【００６４】
　上述したように第３シールド束７０ｓを電子部品３４に半田接続した結果、フレキシブ
ル基板４０の静電気対策を確実に施せるとともに、フレキシブル基板４０がシールド線束
ね部３８の先端側に安定した状態で固定保持される。
　そして、上述したように信号ケーブル用接続部５０ｃ、６０ｃ、７０ｃに対して信号線
５１、５２、５３の配置位置及び可撓性が考慮されているので、作業者は、各信号線の引
き回しをスムーズに行って半田付け作業を行うことができる。
【００６５】
　なお、図７に示すように第１基板部４１と第２基板部４２との間に形成される空間に絶
縁性を有し両面に接着面を有する例えばポリイミド製の絶縁テープを貼付するようにして
もよい。　
　この結果、折り曲げられた第２基板４２が折曲基板部４３の有する弾性力によって開く
不具合を防止することができると共に、信号線７１、７２、７３が第２基板部４２に電気
的に接触する不具合を防止することができる。
【００６６】
　また、図９に示すようにＣＣＤ３３の基端側の予め定めた位置には接続用端子３３ｃが
設けられている。一方、第１基板部４１の先端側であって他面側にはＣＣＤ接続部４１ｃ
が設けられている。ＣＣＤ３３と第１基板部４１とは重なって配置され、この配置状態で
パンプ３９ａを介して接続用端子３３ｃとＣＣＤ接続部４１ｃとが接続されている。そし
て、パンプ接続部の周囲には接続強度を高める目的でアンダーフィル、あるいは、異方性
導電接着剤等の補強部材３９ｂが設けられている。
【００６７】
　このように、ＣＣＤ３３と第１基板部４１とを重ねた状態で補強部材３９ｂを設けてパ
ンプ接続したことによって、ＣＣＤ３３と第１基板部４１とを強固に固定することができ
ると共に、ＣＣＤ３３と第１基板部４１とで構成される軸方向長さの短縮化を図ることが
できる。
【００６８】
　また、図１０の（Ａ）に示すように上述したフレキシブル基板４０においては、折曲基
板部４３を端面から少なくとも距離Ｌ１だけ離間した中央よりに位置に設けている。この
結果、（Ｂ）の図に示すように折曲基板部４３を折り曲げた際に第２基板部４２を第１基
板部４１に対して傾けて曲げてしまった場合でも、実線に示すように第２基板部４２を撮
像装置３０の破線に示す外形範囲内に収容される。そして、予め定めた状態で折曲基板部
４３が折り曲げたときには第２基板部４２は、二点鎖線に示すように傾くこと無く、第１
基板部４１に対向して配置される。つまり、第２基板部４２は、確実に外形範囲内に収容
される。
【００６９】
　これに対して、折曲基板部４３が図１０の（Ａ）の一点鎖線に示すように距離Ｌ１より
外側に位置している場合、（Ｂ）の図と同じ角度で第２基板部４２を傾けてしまった場合
でも（Ｃ）の図に示すように第２基板部４２が傾いて端部４２ｘが撮像装置３０の破線に
示す外形範囲内に収容されず、組立等に悪影響を及ぼすおそれがある。
【００７０】
　また、上述した実施形態において、フレキシブル基板４０は、第１基板部４１と、第２
基板部４２と、折曲基板部４３とを設ける構成としている。しかし、フレキシブル基板の
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構成は、この構成に限定されるものでは無く、例えば、図７に示すようにフレキシブル基
板を構成するようにしてもよい。
【００７１】
　以下に示す構成において、上述した実施形態と同部材には同符号を付して説明を省略す
る。　
　図１１示すように撮像装置３０Ａのフレキシブル基板４０Ａは、第１基板部４４と、第
２基板部４５と、第３基板部４６と、第１折曲部４７と、第２折曲部４８とを設けて構成
されている。本実施形態においては、第１折曲部４７及び第２折曲部４８を折り曲げた状
態において、第１基板部４４と、第２基板部４５と、第３基板部４６が重なって配置され
る三段重ね構造である。
【００７２】
　本実施形態において、第２基板部４５の幅寸法は、第１基板部４４の幅寸法および第３
基板部４６の幅寸法より幅広に設定してある。そして、最も幅広な第２基板部４５は、水
平軸線Ｈａに平行に配置された上で、処置具用チャンネル管３５に隣設させて径方向に沿
って配設されている。
【００７３】
　第１基板部４４は、上方向湾曲ワイヤ３７ｕに対向する面側に、第３信号ケーブル用接
続部７０ｃを備えている。第２基板部４５は、第１折曲部４７を折り曲げた状態において
、上方向湾曲ワイヤ３７ｕに対向する面側に第１信号ケーブル用接続部５０ｃを備えてい
る。第３基板部４６は、第２折曲部４８を折り曲げた状態において、上方向湾曲ワイヤ３
７ｕに対向する面側に第２信号ケーブル用接続部６０ｃを備えている。
【００７４】
　本実施形態において、信号ケーブル束５０、６０、７０は、上方向湾曲ワイヤ３７ｕ側
から下方向湾曲ワイヤ３７ｄ側に向けて第２信号ケーブル束６０、第１信号ケーブル束５
０、第３信号ケーブル束７０の順に配列されている。一方、信号ケーブル用接続部５０ｃ
、６０ｃ、７０ｃについては、上方向湾曲ワイヤ３７ｕ側から下方向湾曲ワイヤ３７ｄ側
に向けて第２信号ケーブル用接続部６０ｃ、第１信号ケーブル用接続部５０ｃ、第３信号
ケーブル用接続部７０ｃの順に配列されている。その他の構成は上述した実施形態と同様
であり、同部材には同符号を付して説明を省略する。
【００７５】
　この構成によれば、上述した実施形態と同様な作用及び効果を得ることができると共に
、各ケーブル束５０、６０、７０と各信号ケーブル束５０、６０、７０とが一対一で対応
するので信号線の接続作業性の向上を図ることができる。
【００７６】
　また、上述した実施形態においては、二段重ね構造の第１基板部４１と第２基板部４２
とが下方向湾曲ワイヤ３７ｄ側から上方向湾曲ワイヤ３７ｕ側に向けて重ねられている。
　しかし、第１基板部４１と第２基板部４２とを重ねる構造において、重ねる方向は、下
方向湾曲ワイヤ３７ｄ側から上方向湾曲ワイヤ３７ｕ側に限定されるものでは無い。　
　以下に示す構成において、上述した実施形態と同部材には同符号を付して説明を省略す
る。
【００７７】
図１２Ａ、図１２Ｂに示すように本実施形態において、撮像装置３０Ｂのフレキシブル基
板４０Ｂは、第１基板部４９ａと、第２基板部４９ｂと、折曲基板部４３とを設けて構成
されている。本実施形態においては、折曲基板部４３を折り曲げた状態において、第１基
板部４９ａと第２基板部４９ｂとが重なって配置される二段重ね構造である。
【００７８】
　本実施形態において、第１基板部４９ａ及び第２基板部４９ｂは、水平軸線Ｈａに直交
する鉛直線ＰＬに対して平行に配置されている。そして、第１基板部４９ａが処置具用チ
ャンネル管３５に隣設して配置されている。
【００７９】
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　図１２Ｃに示すように第１基板部４９ａの幅Ｗａは、第２基板部４９ｂの幅Ｗｂより幅
広に設定されている。　
　フレキシブル基板４０Ｂを構成する第１基板部４９ａ、第２基板部４９ｂ、及び折曲基
板部４３の予め定めた位置には、各信号線に対応するケーブル接続部であるランドとパタ
ーンとが設けられている。
【００８０】
　具体的に、図１２Ｃに示すように第１基板部４９ａの一面の先端側に第３信号ケーブル
用接続部７０ｃが短辺に平行に配列されている。そして、一面の基端側には二つの第１信
号ケーブル用接続部５０ｃが短辺に平行に配列されている。
【００８１】
　なお、符号４９ｃは、ＣＣＤ接続基板部であり、ＣＣＤ３３の一側面に電気的に接続さ
れる。また、一面の基端側には二つの第１信号ケーブル用接続部５０ｃの他に電子部品３
４を接続するための部品接続部（不図示）が設けられている。
【００８２】
　一方、第２基板部４９ｂの他面の先端側には複数の第２信号ケーブル用接続部６０ｃが
短辺に平行に配列されている。また、他面の先端側には一つの第１信号ケーブル用接続部
５０ｃが設けられている。
【００８３】
　すなわち、本実施形態においては、図１２Ａに示すように第１基板部４９ａには上方向
湾曲ワイヤ３７ｕ側から下方向湾曲ワイヤ３７ｄ側に向かって、図示は省略しているが信
号ケーブル用接続部６０ｃ、６０ｃ、５０ｃ、５０ｃ、７０ｃが配列されている。一方、
第２基板部４９ｂには上方向湾曲ワイヤ３７ｕ側から下方向湾曲ワイヤ３７ｄ側に向かっ
て、図示は省略しているが信号ケーブル用接続部６０ｃ、６０ｃ、５０ｃ、７０ｃ、７０
ｃが配列されている。
【００８４】
　そして、各基板部４９ａ、４９ｂに設けられている信号ケーブル用接続部５０ｃ、６０
ｃ、７０ｃに対して信号ケーブル束５０、６０、７０が上方向湾曲ワイヤ３７ｕ側から下
方向湾曲ワイヤ３７ｄ側に向けて第２信号ケーブル束６０、第１信号ケーブル束５０、第
３信号ケーブル束７０の順に設けられている。
【００８５】
　そして、第１基板部４９ａには上方向湾曲ワイヤ３７ｕ側から下方向湾曲ワイヤ３７ｄ
側に向けて信号線６１、６３、５２、５３が接続され、第２基板部４９ｂには上方向湾曲
ワイヤ３７ｕ側から下方向湾曲ワイヤ３７ｄ側に向かって信号線６２、６４、５１、７３
、７２が接続される。
【００８６】
　本実施形態においては、幅寸法が幅広な第１基板部４９ａを処置具用チャンネル管３５
に隣設させて鉛直線ＰＬに対して平行に配置している。このため、第１基板部４９ａから
第２基板部４９ｂまでの距離Ｌを、幅寸法が幅狭な第２基板部４９ｂの幅Ｗｂより小さく
設定することによって、先端部の更なる小径化を実現することができる。
【００８７】
　また、上述した実施形態において、撮像装置のフレキシブル基板は折曲部を有する構成
としている。しかし、フレキシブル基板は、折曲部を有する構成に限定されるものでは無
く、例えば、図１３に示すように平板形状のフレキシブル基板４０Ｃを備える撮像装置３
０Ｃであってもよい。　
　以下に示す構成において、上述した実施形態と同部材には同符号を付して説明を省略す
る。
【００８８】
　本実施形態に撮像装置３０Ｃにおいて、信号ケーブル束５０、６０、７０は、上方向湾
曲ワイヤ３７ｕ側から下方向湾曲ワイヤ３７ｄ側に向かって、第３信号ケーブル束７０、
第１信号ケーブル束５０、第２信号ケーブル束６０の順で配列されている。
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【００８９】
　フレキシブル基板４０Ｃの一面側には部品接続部（不図示）と第３信号ケーブル用接続
部７０ｃとが設けられている。部品接続部（不図示）は、先端側に設けられ、第３信号ケ
ーブル用接続部７０ｃは基端側に設けられている。一方、フレキシブル基板４０Ｃの他面
側には第２信号ケーブル用接続部６０ｃと第１信号ケーブル用接続部５０ｃとが設けられ
ている。第２信号ケーブル用接続部６０ｃは、先端側に設けられ、第１信号ケーブル用接
続部５０ｃは基端側に設けられている。そして、本実施形態において、フレキシブル基板
４０Ｃは、撮像装置長手軸方向に対して先端側から基端側にいくにしたがって図中右肩上
がりに傾いて配置されている。　
　なお、符号３３Ｃは、ＣＣＤであり、ＣＣＤ３３Ｃの撮像面にはカバーガラス３１Ｃが
接着固定されている。
【００９０】
　この構成によれば、信号ケーブル用接続部５０ｃ、６０ｃ、７０ｃは、上方向湾曲ワイ
ヤ３７ｕ側から下方向湾曲ワイヤ３７ｄ側に向かって、第３信号ケーブル用接続部７０ｃ
、第１信号ケーブル用接続部５０ｃ、第２信号ケーブル用接続部６０ｃの順で配列されて
いる。
【００９１】
　すなわち、本実施形態においても、各信号ケーブル束５０、６０、７０から剥き出され
る各信号線の配置位置及び各信号線の可撓性を考慮して、信号ケーブル用接続部５０ｃ、
６０ｃ、７０ｃを設けているので、作業者は、信号線５１、５２、５３を第１信号ケーブ
ル用接続部５０ｃに接続する作業、信号線６１、６２、６３、６４を第２信号ケーブル用
接続部６０ｃに接続する作業、信号線７１、７２、７３を第３信号ケーブル用接続部７０
ｃに接続する作業を容易に行える。また、フレキシブル基板４０Ｃにおいて、複数の接続
部５０ｃ、６０ｃ、７０ｃを一面側と他面側とに振り分けると共に、先端側と基端側とに
振り分けたことによって、基板の小径化を実現しつつ、接続作業性の向上を実現すること
ができる。
【００９２】
　また、上述した実施形態において、撮像装置はフレキシブル基板を有する構成としてい
る。しかし、撮像装置の回路基板は、フレキシブル基板に限定されるものでは無く、例え
ば、図１４Ａ－図１５に示すように積層セラミック基板を備える構成であってもよい。　
　以下に示す構成において、上述した実施形態と同部材には同符号を付して説明を省略す
る。
【００９３】
　本実施形態に撮像装置３０Ｄにおいて、信号ケーブル束５０、６０、７０は、上述した
第１実施形態と同様に上方向湾曲ワイヤ３７ｕ側から下方向湾曲ワイヤ３７ｄ側に向かっ
て、第２信号ケーブル束６０、第１信号ケーブル束５０、第３信号ケーブル束５０の順で
配列されている。
【００９４】
　図１４Ａ、図１４Ｂに示すように撮像装置３０Ｄは、積層セラミック基板４０Ｄを備え
、基板基端側には庇部４０Ｄａを備えている。庇部４０Ｄａの一面側には第２信号ケーブ
ル用接続部６０ｃと第１信号ケーブル用接続部５０ｃとが設けられている。本実施形態に
おいて、第１信号ケーブル用接続部５０ｃは、中央に配列されている。第２信号ケーブル
用接続部６０ｃは、三つの第１信号ケーブル用接続部５０ｃを挟んでそれぞれ二つずつ両
側部に設けられている。一方、庇部４０Ｄａの他面側には第３信号ケーブル用接続部７０
ｃとグランド接続部とが設けられている。
【００９５】
　なお、電子部品３４ｄは、積層セラミック基板４０Ｄの一面である上面に接続されてい
る。また、符号３３Ｄは、ＣＣＤであり、ＣＣＤ３３Ｄの撮像面にはカバーガラス３１Ｄ
が接着固定されている。
【００９６】
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　この構成によれば、信号ケーブル用接続部５０ｃ、６０ｃ、７０ｃは、上方向湾曲ワイ
ヤ３７ｕ側から下方向湾曲ワイヤ３７ｄ側に向かって、信号ケーブル用接続部６０ｃ、５
０ｃ、第３信号ケーブル用接続部７０ｃの順で配列されている。
【００９７】
　そして、図１４Ａに示すように第１信号ケーブル束５０の信号線５１は、庇部４０Ｄａ
の第１信号ケーブル用接続部５０ｃに対して撮像装置長手軸方向に対して略平行に延出さ
れてそれぞれ電気的に接続される
　すなわち、本実施形態においても、各信号ケーブル束５０、６０、７０から剥き出され
る各信号線の配置位置及び各信号線の可撓性を考慮して、信号ケーブル用接続部５０ｃ、
６０ｃ、７０ｃを設けているので、作業者は、信号線５１、５２、５３を第１信号ケーブ
ル用接続部５０ｃに接続する作業、信号線６１、６２、６３、６４を第２信号ケーブル用
接続部６０ｃに接続する作業、信号線７１、７２、７３を第３信号ケーブル用接続部７０
ｃに接続する作業を容易に行える。
【００９８】
　なお、図１５の（Ａ）、（Ｂ）に示すように積層セラミック基板４０Ｄの基板基端側に
庇部４０Ｄａを設ける代わりに、一面側から他面側に延出する突起部４０Ｄｂを設ける構
成であってもよい。　
　この構成においては、例えば図１５の（Ａ）の図に示すように突起部４０Ｄｂの一側面
側には、上方向湾曲ワイヤ３７ｕ側から下方向湾曲ワイヤ３７ｄ側に向かって、信号ケー
ブル用接続部６０ｃ、６０ｃ、５０ｃ、５０ｃ、７０ｃ、グランド接続部（図示は省略）
を配列して、信号線６１、６３、５２、５３、７１及びシールド接続部３８Ｃを接続する
。一方、他側面側には、上方向湾曲ワイヤ３７ｕ側から下方向湾曲ワイヤ３７ｄ側に向か
って信号ケーブル用接続部６０ｃ、６０ｃ、５０ｃ、７０ｃ、７０ｃ（図示は省略）を配
列して、信号線６２、６４、５１、７３、７２を接続する。
【００９９】
　図１５の（Ｂ）の図に示すように突起部４０Ｄｂの一側面側には、上方向湾曲ワイヤ３
７ｕ側から下方向湾曲ワイヤ３７ｄ側に向かって、信号ケーブル用接続部６０ｃ、６０ｃ
、５０ｃ、７０ｃ、グランド接続部（図示は省略）を配列して、信号線６１、６３、５３
、７１及びシールド接続部３８Ｃを接続する。一方、他側面側には、上方向湾曲ワイヤ３
７ｕ側から下方向湾曲ワイヤ３７ｄ側に向かって信号ケーブル用接続部６０ｃ、６０ｃ、
５０ｃ、５０ｃ、７０ｃ、７０ｃ（図示は省略）を配列して、信号線６２、６４、５２、
５１、７３、７２を接続するようにしてもよい。
【０１００】
　また、上述した実施形態においては、折曲部を有するフレキシブル基板を上下の二方向
に湾曲する湾曲部２ｂに設ける構成としている。しかし、図１６に示すようにフレキシブ
ル基板４０を上下左右の四方向に湾曲する湾曲部２ｂａに設けるようにしてもよい。
【０１０１】
　図１６に示すように湾曲部２ｂａ内には、処置具用チャンネル管３５、ＬＧファイバ束
３６ａ、３６ｂ、上方向湾曲ワイヤ３７ｕ、下方向湾曲ワイヤ３７ｄ、右方向湾曲ワイヤ
３７ｒ、左方向湾曲ワイヤ３７ｌ、第１信号ケーブル束５０、第２信号ケーブル束６０、
第３信号ケーブル束７０、及び送気送水チューブ８０が挿通配置されている。
【０１０２】
　そして、三つの信号ケーブル束５０、６０、７０のうち、第１信号ケーブル束５０の外
径Ｄ１は、最も太径である。そして、処置具用チャンネル管３５と第１信号ケーブル束５
０とを隣設させて径方向に沿わせて配列している。　
　なお、処置具用チャンネル管３５の外径Ｄは、湾曲部２ｂ内に挿通される内蔵物で最も
太径である。
【０１０３】
　本実施形態において、湾曲部２ｂａの内径ｄｂａと、処置具用チャンネル管３５の管外
径Ｄと、第１信号ケーブル束５０の外径Ｄ１との間に、以下の関係を設定している。　
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　　ｄｂａ＝Ｄ＋Ｄ１　　
　なお、湾曲部２ｂの内周面と処置具用チャンネル管３５の外周面との間、処置具用チャ
ンネル管３５の外周面と第１信号ケーブル束５０の外周面との間、及び第１信号ケーブル
束５０の外周面と湾曲部２ｂの内周面との間にはそれぞれ予め定めた量の隙間ｓを設けて
いる。したがって、湾曲部２ｂの内径ｄｂは、処置具用チャンネル管３５の管外径Ｄと第
１信号ケーブル束５０の外径Ｄ１との和よりも隙間ｓの分だけ大きくなっている。つまり
、
　　ｄｂ＞Ｄ＋Ｄ１　　の関係である。
【０１０４】
　そして、第２信号ケーブル束６０と第３信号ケーブル束７０とは、第１信号ケーブル束
５０を挟んで、湾曲部２ｂ内に配置されている。具体的に、第２信号ケーブル束６０は、
第３空間Ｓ３内に配置され、第３信号ケーブル束７０は、第４空間Ｓ４内に配置されてい
る。
【０１０５】
　この構成によれば、複数の信号線を１本に纏めた信号ケーブル束と処置具用チャンネル
管３５とを隣設させて径方向に沿わせて構成される湾曲部に比べて、内蔵物が挿通される
ことの無いデッドスペースを少なくして、湾曲部２ｂａの内径を小径にすることができる
。
【０１０６】
　なお、三つの信号ケーブル束５０、６０、７０を設けて内視鏡１を構成するとしている
が、信号ケーブル束は四つ以上であってもよい。また、図示は省略するが、先端部内にお
いても図５等に示したようにフレキシブル基板と処置具用チャンネル管３５とを隣設させ
ることによって先端部２ａの内径を小径にすることができる。
【０１０７】
　また第１の信号ケーブル束５０及び処置具用チャンネル管３５を挟んで該挿入部内に構
成された第３空間Ｓ３には、さらに、上方向湾曲ワイヤ３７ｕ、左方向湾曲ワイヤ３７ｌ
、第１ＬＧファイバ束３６ａ、送気送水チューブ８０が配置される。これに対して、第１
の信号ケーブル束５０及び処置具用チャンネル管３５を挟んで該挿入部内に構成された第
４空間Ｓ４には、さらに、下方向湾曲ワイヤ３７ｄ、右方向湾曲ワイヤ３７ｒ、第２ＬＧ
ファイバ束３６ｂが配置される。
【０１０８】
　なお、本発明は、以上述べた実施形態のみに限定されるものではなく、発明の要旨を逸
脱しない範囲で種々変形実施可能である。
【符号の説明】
【０１０９】
１…内視鏡　２…挿入部　２ａ…先端部　２ｂ…湾曲部　２ｂｆ…先端湾曲駒　
２ｂｇ…湾曲ゴム　２ｃ…可撓管部　２ｈ…先端硬質部　２ｕｄ…上下湾曲用駒　
３…操作部　４…ユニバーサルケーブル　５…湾曲操作部　６…スイッチ　
７…吸引シリンダー　８…処置具挿入口　２０…撮像光学系２０　２１…対物光学系
２２…レンズ枠　２３…先端レンズ　２４…対物ユニット　３０…撮像装置　
３１…カバーガラス　３２…プリズム　３３…ＣＣＤ　３３ｃ…接続用端子　
３４…電子部品　３５…処置具用チャンネル管　３６…ライトガイドファイバ束
３７ｄ…下方向湾曲ワイヤ　３７ｌ…左方向湾曲ワイヤ　３７ｒ…右方向湾曲ワイヤ　
３７ｕ…上方向湾曲ワイヤ　３８…シールド線重ね部　３８Ｃ…シールド接続部　
３９ａ…パンプ　３９ｂ…補強部材　４０…フレキシブル基板　
４０Ｄ…積層セラミック基板　４０Ｄａ…庇部　４０Ｄｂ…突起部　４１…第１基板部
４１ａ…逃がし部　４１ｃ…ＣＣＤ接続部　４２…第２基板部　４２ｘ…端部　
４３…折曲基板部　４３ａ…金メッキ　４３ｂ…ベースフィルム　４３ｃ…配線　
４３ｄ…下面　４３ｐ…パターン　４３ｕ…上面　４４…第１基板部　４５…第２基板部
４６…第３基板部　４７…第１折曲部　４８…第２折曲部　４９ａ…第１基板部
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４９ｂ…第２基板部　４９ｃ…ＣＣＤ接続基板部　５０…第１信号ケーブル束
５０ｃ…第１信号ケーブル用接続部　５０ｓ…第１シールド束　
５１、５２、５３…信号線　５４…銅蒸着バインドテープ　５５…チューブ体
６０…第２信号ケーブル束　６０ｃ…第２信号ケーブル用接続部　
６０ｓ…第２シールド束　６１、６２、６３、６４…信号線　
６５…銅蒸着バインドテープ　６６…チューブ体　７０…第３信号ケーブル束
７０ｃ…第３信号ケーブル用接続部　７０ｓ…第３シールド束　７１…出力信号線
７２…接地線　７３…電源線　７４…銅蒸着バインドテープ　７５…シールド線
７６…チューブ体　８０…送気送水チューブ　８１…第１封止部材　８２…第２封止部材

【図１】 【図２Ａ】
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【図２Ｂ】 【図２Ｃ】

【図２Ｄ】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６Ａ】
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【図６Ｂ】

【図６Ｃ】

【図７】

【図８Ａ】

【図８Ｂ】

【図９】

【図１０】
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【図１１】 【図１２Ａ】

【図１２Ｂ】

【図１２Ｃ】

【図１３】

【図１４Ａ】

【図１４Ｂ】
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【図１５】 【図１６】



(23) JP 6013199 B2 2016.10.25

10

フロントページの続き

    審査官  森口　正治

(56)参考文献  特開２００１－１２８９３７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－２３７１２１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１２－２１７５９８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－２８２８０４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１２－１５７４７２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１１－２１２１６１（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｂ　　　１／００－１／３２



专利名称(译) 电子内视镜

公开(公告)号 JP6013199B2 公开(公告)日 2016-10-25

申请号 JP2013000628 申请日 2013-01-07

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯医疗株式会社

申请(专利权)人(译) オリンパスメディカルシステムズ株式会社

当前申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

[标]发明人 大丸達也
永水裕之

发明人 大丸 達也
永水 裕之

IPC分类号 A61B1/04

FI分类号 A61B1/04.372 A61B1/04.530 A61B1/05 G02B23/26.D

F-TERM分类号 2H040/GA02 4C161/CC06 4C161/DD03 4C161/FF43 4C161/FF45 4C161/FF46 4C161/JJ06 4C161
/JJ11 4C161/LL02 4C161/NN03 4C161/PP08 4C161/UU03 4C161/UU09

代理人(译) 伊藤 进
长谷川 靖
ShinoUra修

其他公开文献 JP2014131550A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决方案：电子内窥镜1具有插入部分2，通过该插入部分至少可以插入
到插入部分2中，插入部分2具有插入部分2，插入通过捆扎从成像装置延
伸的多个信号线而形成的三个信号电缆束50,60,70和用于处理器具的通
道管35。在该结构中，信号电缆束50,60,70中直径最大的第一信号电缆
束50在插入部中与通道管35相邻地径向布置。除了第一信号电缆束50之
外的信号电缆束60,70分别布置在空间S1，S2中，空间S1，S2横跨第一
信号电缆束50和通道管35形成。电连接部50c， 60c，70c，其中每个信
号线连接并且设置在构成成像装置30的柔性板40上的信号电缆束50,60
c，70c分别对应于信号电缆束50,60,70布置在插入部2。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/7ede3cce-6d6c-4ec9-ba45-9e2ad6a86196
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/051410952/publication/JP6013199B2?q=JP6013199B2

